
○基 　礎　 率

　・基礎率の概要（H27国共済財政計算）

区　分

① 基本統計 動態統計調査

② 基礎資料 性別・年齢別標準報酬月額

③ 使用年度 平成23年度

④ 作成方法 性別・年齢別に基準年齢（18歳）の標準報酬月額を１とし
て指数化

① 基本統計 標準報酬統計表

② 基礎資料 平成23年度の報酬月額
平成23年度の期末手当等の額
平成26年度の期末手当等の支給月数

組合員の報酬年額に対する期末手当等の割合
③ 使用年度 平成23年度

④ 作成方法 性別、年齢別に作成
23年度の報酬月額の総額に対する標準期末手当等の額の
割合に平成26年度の支給月数を加味して作成

① 基本統計 動態統計調査

② 基礎資料 性別・年齢別の年度末組合員数及び年度間の性別・年齢別
の総脱退者数

③ 使用年度 平成21～23年度の３ヶ年間

④ 作成方法 性別・年齢別に経験表を作成
① 基本統計 動態統計調査

② 基礎資料 性別・年齢別の年度末組合員数及び年度間の性別・年齢別
の公務外死亡者数

組合員が公務等傷病以外の傷病（公務外傷病） 第21回生命表男子及び女子の死力
により死亡する割合

③ 使用年度 平成21～23年度の３ヶ年間

④ 作成方法 性別・年齢別組合員数を基に第21回生命表による死力で予
定死亡者数を算出し、予定死亡者数と実績死亡者数との割
合で同生命表の死力を修正した率

① 基本統計 年金受給権者統計

② 基礎資料 性別公務による障害共済年金の新規発生者数

③ 使用年度 平成25年度

④ 作成方法 公務による障害共済年金発生者の実績数が少なく年齢別に
作成することが不可能なため、年齢に関係なく一定率

① 基本統計 年金受給権者統計

② 基礎資料 性別公務による遺族共済年金の新規発生者数
組合員が公務上傷病により死亡し公務遺族年金が発生 （性別は、死亡した組合員の性別により区分）
する割合

③ 使用年度 平成25年度

④ 作成方法 公務による遺族共済年金発生者の実績数が少なく年齢別に
作成することが不可能なため、年齢に関係なく一定率

① 基本統計 年金受給権者及び失権者統計

② 基礎資料 性別・年齢別の退職共済（退職）年金受給権者数及び性別
・年齢別の失権者数

③ 使用年度 平成21～23年度の３ヶ年間

④ 作成方法 性別・年齢別に経験表を作成
（若年層は、失権者の実績数が少ないため第21回生命表の
　死亡率を使用）

① 基本統計 年金受給権者及び失権者統計

② 基礎資料 性別・年齢別の障害共済（障害）年金受給権者数及び性別
・年齢別の失権者数

障害年金受給権者が死亡等により失権する割合
③ 使用年度 平成21～23年度の３ヶ年間
④ 作成方法 性別・年齢別に経験表を作成

（若年層は、失権者の実績数が少ないため第21回生命表の
　の死亡率を使用）

① 基本統計 年金受給権者及び失権者統計

② 基礎資料 性別・年齢別の遺族共済（遺族）年金受給権者数及び性別
・年齢別の失権者数
（性別は、死亡した組合員の性別により区分）

③ 使用年度 平成21～23年度の３ヶ年間

④ 作成方法 性別・年齢別に経験表を作成
（若年層は、失権者の実績数が少ないため平均失権率）

女子は、第21回生命表による死亡率で予定死亡者数を算出
し、予定死亡者数と実績失権者数との割合で同生命表死亡
率を修正した率

退職年金受給権者が死亡により失権する割合

基　　礎　　率 基　礎　率　の　説　明

公 務 障 害 組合員が公務上傷病により公務障害年金が発生する割合
発 生 率

公 務 外 死 力

標 準 報 酬 指 数 組合員の標準報酬月額の上昇傾向を示したもの

総 脱 退 率 組合員が退職又は死亡により年金制度から脱退する割合

報酬年額に対する期末
手当等の割合

公 務 遺 族
発 生 率

退 職 年 金

失 権 率

障 害 年 金

失 権 率

遺 族 年 金 遺族年金受給権者が死亡等により失権する割合
失 権 率


